「十年後にまたここで会いましょう」
「十年後にまたここで会いましょう」
伊藤貴晴　作

【登場人物】
女１
女２
女３


【１】
	アクアウォークのフードコート。女１がいる。
	女２、登場。

女２	あ、いた
女１	本当に来たんだ
女２	そっちこそ
女１	まあ、一応ね
女２	一応ね
女１	高校卒業して１０年か
女２	あっという間だね
女１	女２はよく会ってるから久し振りって感じではないけど
女２	うん
女１	女３って会ってる？
女２	会ってないよ
女１	女２も？
女２	女１も会ってないの？
女１	会ってない。あいつ、私のこと避けてるの
女２	どうして？
女１	１０年後に会うって約束したからじゃない？
女２	だからそれまで会わないようにしてるの？
女１	そうだと思う
女２	変に律儀だよね
女１	女２は？
女２	え、分かんない。元々、私から誘うことってあんまりないから
女１	そっか
女２	あ、でも、ライブのチケットが余ったから一緒に行かないかって言ったんだけど、断られた
女１	何のライブ？
女２	〇〇〇〇
女１	どうして私を誘ってくれないの？
女２	誘ったよ。そしたら仕事があるって
女１	あー、あの時か。もっと早く言ってよ。１カ月前に言って。有給取るから
女２	友達が急に行けなくなったんだよ。急に行けなくなるのが事前に分かるわけないでしょ
女１	事前に分かるときだってあるでしょ。結婚式とか、葬式とか
女２	葬式は事前に分からないよ
女１	で、結局、誰と行ったの？
女２	今の旦那
女１	出たよノロケ
女２	質問に答えただけです
女１	その前から付き合ってたの？
女２	ううん。そのライブに一緒に行って、いい感じになったの
女１	てことは、私や女３がライブに行ってたら、結婚しなかったかもしれないんだ
女２	そうかもね
女１	じゃあ今日は女２のおごりね
女２	何でよ
女１	私達に感謝しなきゃいけないでしょ
女２	嫌だよ、そんなことで感謝するの
女１	だって、もしそのライブに女３と行ってたら、女３と結婚してたかもしれないんだよ
女２	それはない
女１	ないか
女２	女３、来ないね
女１	もう時間？
女２	そうだよ
女１	忘れてるんじゃない？
女２	忘れてるわけないよ。エックスに書いてたもん
女１	何を？
女２	明日は１０年振りに友達に会うんだって
女１	そんなに楽しみにしてるの？
女２	そうみたいだよ
女１	どうして？
女２	遠足とか、そういうイベントだと思ってるんじゃない？
女１	子供だな
女２	変わってないと思うよ
女１	今も子供ってこと？
女２	私達だってそんなに変わってないでしょ
女１	そうだけどさ

	女３、登場。

女２	ねえ、あれ、女３じゃない？
女１	本当だ、何やってるの？
女２	声かけられるの待ってるんじゃないかな
女１	どういうこと？
女２	待ち合わせ場所に来たけど、１０年振りで私達のことが分からないっていう設定だと思う
女１	分かるでしょ。そんなに変わってないよ
女２	だから、そういう設定なんだってば
女１	面倒臭いな、どうして分かるの？
女２	女３って分かりやすいよね。声かけてみたら？
女１	私が？
女２	ほら
女１	女３？
女３	女１。女２も。久し振りで気付かなかった。１０年振りだから
女２	久し振り
女３	女２、大人になったな。１０年でこんなに変わるんだ
女１	よ
女３	女１、１０年も経つと別人だな。何かこう、波乱万丈な人生が顔に出てる
女１	嘘つけ。そんなに変わってないし、そんなに波乱万丈でもないよ
女３	そうなの？
女２	女３は変わってないね
女３	私も変わったでしょ？　１０年振りで分からなかったでしょ？
女２	ううん、すぐ分かった
女３	えー
女１	全然変わってないな、お前
女３	そんなことないよ。１０年も経ってるんだよ
女１	１０年じゃそんなに変わらないって
女３	でも随分大人になったと思うんだけど
女１	いや、別に
女３	女２はどう思う？
女２	変わってないね
女３	そうかな。女２は、大人っぽくなったよね
女２	もう大人だからね
女３	大人だって
女１	言わなくても分かるよ
女２	結婚もしたし
女３	結婚したの？　結婚したんだって
女１	知ってるよ
女２	子供もできたし
女３	子供がいるの？　子供がいるんだって
女１	だから知ってるよ。いちいち報告しなくていいよ
女３	男の子？　女の子？
女２	男の子
女３	何歳？
女２	３歳
女３	へえ。やっぱこういうのだよね。１０年振りの再会って。お互いの変化に驚きの連続。女１は？
女１	何が？
女３	結婚は？
女１	してない
女３	仕事は？
女１	してるよ
女３	何してるの？
女１	事務
女３	何か変わった？
女１	変わってない
女３	つまんねえ
女１	ムカつくな。お前はどうなんだよ
女３	何が？
女１	結婚したの？
女３	してない
女１	仕事は？
女３	してない
女１	してないの？
女３	してないよ
女１	じゃあ何してるの？
女３	私のことはいいじゃん
女１	自分で振っておいてそれはないでしょ
女３	いや、私の話なんかしててもおもしろくないしさ
女１	私の話だっておもしろくないんでしょ
女３	嘘だよ、悪かったよ
女１	ムカつくな
女２	バイトしてるんだよね？
女１	え？
女２	ここのサイゼでバイトしてるんだよね？
女１	そうなの？
女３	どうして知ってるの？
女２	エックス見てるから
女３	そうなの？　恥ずかしいんだけど
女２	大体見てるから、普段何してるか知ってるし、だからあんまり久し振りって感じもしない
女３	え？　そうなの？
女２	うん
女３	１０年振りって感じ、しないの？
女２	しない
女３	じゃあ女１とは？
女２	女１とはよく会ってるから
女３	そうなの？
女２	結婚式も来てもらったし、子供と遊んでもらうし
女３	そうなの？
女１	そうだよ
女３	それじゃあ１０年振りの再会にならないよね
女１	女３は１０年振りなんだから、それでいいんじゃない？
女３	でもそれじゃ感動が半減するんじゃない？
女１	それは人それぞれじゃないの？
女３	だって、それはダメだよ
女１	何がダメなの？
女３	私はこの１０年振りの再会のために、ずっと我慢してきたんだよ
女１	え？
女３	なるべく会わないようにしてきたし、連絡もしないようにしてたんだよ
女１	だからずっと素っ気なかったの？
女３	そうだよ。２人とは高校卒業以来会ってないよ。１０年振りの再会なんだよ
女１	確かに
女２	そうだね
女３	なのに、なのにだよ、どうして２人は会ってるの？
女１	友達だから
女３	私に何の断りもなく
女１	どうして女３に断らなきゃいけないんだよ
女３	ズルくない？
女１	そんなルール知らないもん
女３	結婚式も出たんでしょ
女１	出たよ
女３	どうして私は呼ばれてないの？
女２	全然連絡取ってなかったし、あんまり会いたくないのかなって
女３	会いたかったよ
女２	でも避けてたんでしょ
女３	それはそうなんだけれども
女２	じゃあ仕方ないよ
女３	仕方なくない
女１	何怒ってるの？
女３	怒ってない
女１	勝手に不機嫌になるのやめてくれないかな。高校の時もさ、カラオケ行ったのにずっと不機嫌なときがあってさ
女２	あった
女３	何それ、覚えてない
女１	不機嫌だし、歌わないし、理由聞いても答えないし、盛り上がらないし、迷惑なんだよ
女３	私の勝手でしょ
女１	お前の勝手で人を振り回すなって言ってんの
女２	ケンカするなよ
女３	女１だって全然人の話聞いてないだろ
女１	聞いてるじゃん。こうやって気を遣って聞いてるでしょ
女３	それは聞いてるんじゃなくて女１が喋ってるだけなの。そのカラオケの時だって、頭痛いの？　お腹痛いの？　トイレ行く？　薬飲む？　横になった方がいいんじゃない？　帰ってもいいんだよ、って、女１ばっかり喋ってて、こっちが喋るタイミングがないんだよ
女１	覚えてるじゃないか
女３	話してたら思い出したの
女１	女３が何も言わないから、色々聞いてるんでしょ
女３	質問したら答えを待てよ。答えを聞かないで次の質問をするな
女２	女１ってそういうとこあるよね
女３	女２はどっちの味方なんだよ
女２	そういえばさ、その時のカラオケ、結局全然歌えなかったんだけど、あれでお金取られるの釈然としないんだけど
女１	え？
女２	あの時、女３がずっと黙ってて、女１が１人で喋ってて、私ずっと待ってたんだけど、結局女１が「もう終わり」って言って解散したじゃん。私、本当はもっと歌いたかったんだよね
女１	うん
女２	全然歌えなかったのにお金だけ３人でワリカンだったでしょ。釈然としないんだよね
女３	どうしてそれを今、言うの？
女２	今、思い出したから
女３	思い出したよ、女２はこういう奴だったよ
女１	そうだよ、女２はこういう奴だよ
女２	何それ？
女１	話すタイミングがおかしいんだよ。どうして今言うの。その時に言えよ
女２	だって気まずくなるじゃない
女１	だったらずっと黙ってろよ
女２	思ったことは言った方がいいでしょ
女３	だからすぐ言えって
女２	言えないでしょ。２人とも機嫌悪いのにさ
女１	女２と話してるとムカつくんだよね
女３	それ分かる
女２	こっちだってムカついてるんですけど
女１	じゃあどうすればよかったの？
女２	私がお金を払う必要はないと思う
女１	３人でカラオケに行ったんだよ
女２	女３のせいで歌えなかったんだよ。女３が払ってよ
女３	私？
女１	賛成
女３	今更カラオケ代払うの？
女１	じゃあ今日は女３のおごりね
女３	ちょっと待ってよ、お金ないよ
女２	出世払いでいいよ
女３	私は出世しないよ
女１	偉そうに言うな
女２	２人とも変わってないね
女３	何？
女２	そういえばケンカばっかりしてたなあと思って
女１	それは
女３	確かに
女２	私は大人になっちゃったから。２人が羨ましい
女１・３	女２も変わってないよ
女２	そう？
女３	ムキになって顔真っ赤にして怒るよな
女１	結婚式の時も、ケーキ入刀で新郎ともめて、顔真っ赤にして怒ってた
女２	それは言わないでよ
女３	結婚式の話聞きたい
女２	ダメ
女３	どうして呼んでくれなかったの？
女２	それ、さっき話したよね
女３	でもライブは誘ってくれたじゃない
女２	あれは誰でも良かったから
女３	誰でも良かったなんて言わないでよ。すげー悩んだんだから
女２	そうなの？
女１	嬉しかったんだ
女３	嬉しかったよ。でも行っちゃいけないと思ったんだよ
女１	面倒臭い奴
女３	行けば良かった。結婚式も行きたかった。息子と戯れたい
女２	今度、遊びにおいでよ
女３	行く。この１０年を取り戻す
女１	とりあえずさ、せっかく集まったんだし、ご飯食べに行こうよ
女３	そうだね。どこに行く？
女２	サイゼ？
女３	嫌だよ。自分がバイトしてる店なんか行きたくないよ
女１	じゃあここで食べる？
女３	嫌だよスガキヤなんか。いっつも食べてるもん
女１	文句言うなら自分で提案しろよ
女３	大体さ、どうしてフードコート集合なの？
女１	それ自分で言う？　自分で決めたんでしょ？
女３	違うよ、私じゃないよ
女１	女３でしょ。アクアウォークのフードコート集合って
女３	違うって。私は学校集合にしたかったの。でも卒業して１０年も経つのに高校に用もないのに行くのはなかなか厳しいよねって話になったでしょ
女１	そもそも今日って、どうして集まったんだっけ？
女２	まず、卒業式の後に３人でご飯食べに行ったんだよ
女３	で、ここに来たんだよ
女１	そうだっけ？
女３	そうだよ。あの頃はお金がなかったから
女１	女３は今も来てるんでしょ
女２	で、１０年後もこうやって集まれたらいいねって話になって
女３	私が提案したんだよ。１０年後に再会しようって
女１	ああ、そうだね
女３	感動の再会だよ。お互い大人になってさ
女１	１０年じゃそんなに変わらないんじゃない？
女３	でも結婚するかもよ
女１	結婚する？
女３	女１はしないかな
女１	失礼だな
女３	私は結婚してると思う。絶対してると思う
女１	何その自信。どっちでもいいけど
女３	もっと１０年後の私に興味を持って
女１	嫌だよ
女３	女２は外国人と結婚してそう
女２	そう？
女３	子供が生まれて、名前はアンドリュー
女２	英語の先生の名前じゃん
女３	じゃあ１０年後の今日、学校に集合
女１	学校はやめようよ。卒業して１０年経ってるんでしょ。不審者だよ
女３	じゃあどうするの？
女１	ここでいいよ。１０年後のここ
女３	ちょっとドラマが足りなんじゃない？
女１	いいよドラマなんか。それに、今この場所に集まるのがいいんじゃないの？
女３	そっか。そういう運命なんだね。そうだね。たまにはいいこと言うね
女１	たまにはって何だよ。ムカつくな
女３	じゃあ１０年後の今日。どこに集まる？　学校？
女１	学校はやめようよ。卒業式だよ
女３	いいじゃん、卒業生なんだから
女１	１０年前の卒業生なんて微妙だよ。知ってる先生もいないだろうし
女３	じゃあどこ？
女１	どこでもいいけど
女３	よくない。どこ？
女１	じゃあここ
女３	ここ？　えー
女１	嫌なら来るなよ
女３	分かった。ここが運命の場所なんだ。今ここで約束して、１０年後にまたここで会おう
女１	恥ずかしいからやめろよ
女２	日付指定だと仕事とかで行けないかもよ
女３	万難を排してお越しください
女１	仕事だったら行かないよ
女３	何曜日休み？
女１	知らないよ。まだ働いてないんだから
女３	日曜日にしよう。３月最初の日曜日の正午、ここで集合。オッケー？
女２	オッケー、っていう感じだったと思うよ
女１	私か、場所決めたの
女３	女１だよ
女１	覚えてないよ、そんなこと
女３	覚えてて、大事なことだから
女１	あんまり乗り気じゃなかったから
女２	どうする？　ご飯食べに行く？
女１	もうここでいいよ
女３	えー、嫌だよ
女１	文句言うなよ
女３	女１は面倒臭いだけでしょ
女１	１０年前って何食べたっけ
女２	１０年前に何食べたか、全部当てたらおごってよ
女１	嫌だよ
女３	それ誰がジャッジするの？
女２	誰も覚えてないか
女１	今日は女３のおごりだから
女３	だから金ないんだって
女２	１０年前も賭け、してなかったっけ？
女１	賭け？
女３	覚えてない
女２	ま、いっか

	３人は注文に行く。















【２】
	アクアウォークのフードコート。女１・女２がいる。

女１	卒業したね
女２	卒業した
女１	卒業したね
女２	卒業した
女１	卒業したね
女２	何回言うの？
女１	だってさ、浸りたいじゃない、この、卒業した感じに
女２	浸るんだったら、もうちょっと浸れる場所の方がいいんじゃないの？
女１	仕方ないでしょ。女３がアクアウォークのフードコート集合って言ったんだから
女２	ご飯に行くならもうちょっといいところでもいいと思うけど
女１	それは女３に言ってよ
女２	みんなどこに行ったのかな？
女１	焼肉かカラオケか
女２	制服で焼肉って嫌だな
女１	もう着ないからいいんじゃないの？
女２	あ、そっか
女１	女３、まだ？
女２	まだだね
女１	何やってるの？　あいつ
女２	先生達に挨拶してるんじゃないの。色々迷惑かけたし
女１	自分で誘っておいて遅れるなよ
女２	それが女３だよね

	女３、登場。

女３	お待たせ
女１	遅い
女３	いやー、ごめんごめん
女２	何してたの？
女３	後輩に囲まれてさ。第２ボタンくれくれって
女２	制服に第２ボタンないよ
女３	そう。だから第２ボタンじゃなくて制服くれって話になって。制服脱がされて
女１	嘘つくなよ。女３のことそんなに慕ってる後輩いないだろ
女３	慕ってる後輩はいるよ
女１	だとしても何で制服脱がすんだよ。追い剥ぎか
女３	ちょっと誇張したけど、涙の別れをね
女２	それって部活の後輩だよね？
女３	そうだよ
女２	私達も会いに行ったけど、その時にはまだ来てなかったでしょ
女３	うん、まあ、色々ね
女１	色々？
女３	校舎の窓ガラス壊して回ったり〔※１〕
女１	尾崎か
女３	盗んだバイクで走り出したり〔※２〕
女１	尾崎か
女３	軋むベッドの上で優しさを持ち寄ったり〔※３〕
女１	誰とだよ
女３	嘘だよ
女１	分かってるよ
女３	いろんな先生に挨拶してただけだよ
女２	迷惑かけたもんね
女３	かけてないよ
女１	嘘つけ
女３	で、これからどうする？
女１	え、何にも考えてないの？
女３	考えてない
女１	自分で呼び出したんでしょ
女３	最後は演劇部で集まりたいなと
女２	よくそれで迷惑かけてないって言えるよね
女３	正論が心に刺さる
女１	お腹空いたからご飯食べようよ
女３	スガキヤ？
女１	スガキヤかあ
女３	すき家？
女１	うーん
女３	マックに行く？
女１	卒業式のランチって、もうちょっとお洒落なところに行くもんじゃないの？
女３	マック？
女１	マックはお洒落なのか？
女３	サイゼ？
女１	サイゼでもいいけどさ
女２	女３はお洒落と無縁だもんね
女３	そんなことないよ。じゃあ普通はどこに行くの？
女１	焼肉？
女３	焼肉はお洒落じゃないよ
女１	そうだけど、女３に言われると腹立つな
女３	金はないよ
女１	私もないよ
女２	私ある
女１	あるの？
女２	親がくれた
女３	いいなあ
女２	だから私、焼肉でも行けるよ
女１	１人で行け
女２	嫌だよ
女３	じゃあスガキヤにするか
女１	好きなとこに行けばいいよ
女２	好きなだけ食べよう
女３	卒業したね
女１	何、急に
女３	卒業したね
女１	卒業した
女３	卒業したね
女１	何回言うの？
女２	女１も言ってたよ
女３	女１も卒業したからね
女１	うん、したよ、卒業
女３	寂しいね
女１	そうだね
女３	寂しいね
女１	女３と喋ってると寂しい気持ちがなくなっていく
女３	どうして
女１	もう二度と会わないなら寂しいかもしれないけど
女３	もう二度と会わないかもしれないよ
女１	だとしてもやっぱり寂しくない気がしてきた
女３	寂しいな
女２	そうだね
女３	短大行って、就職して、大人になって、嫌だな
女１	勝手に落ち込むなよ
女３	同窓会、あるかな
女１	あるんじゃないの？
女３	行く？
女２	私、行く
女１	行かないと思う
女３	行けよ
女１	どうして
女３	私が同窓会に行って、女１がいなかったら、どうしたらいいの
女１	どうもしなくていいよ
女２	私は行くよ
女３	女２はクラスが違うでしょ
女２	ああ、クラスの話か
女３	１０年もしたらみんな変わるよね
女１	そんなに変わらないんじゃない？
女３	変わるよ。大人の女になってるよ
女１	具体的には？
女３	背が伸びる
女１	伸びるわけないだろ
女３	大人の服が似合うようになってる
女１	具体的には？
女３	スーツ
女１	それは、まあ、そうかな
女２	大人になっても背は伸びないよ
女３	分かってるよ
女１	その話題は終わった
女３	スーツを着こなすのがアーバンなオフィスレディでしょ
女１	そんな仕事する？
女３	するかもよ
女１	そもそも就職するの？
女３	するよ。私を何だと思ってるの？
女１	スーツを着てるイメージはない
女３	どんなイメージ？
女１	ジャージ
女３	何でだよ
女１	年中ジャージでいそう
女３	それ私服の話でしょ。仕事は関係ない
女２	ねえねえ
女３	何？
女２	アーバンって何？
女３	都会
女１	質問がワンテンポ遅い
女２	何が？
女１	終わった話題のことを聞かないでほしい
女２	でも気になるんだけど
女３	私達のテンポについてきて
女２	それ、私が悪いの？
女１	そうだよ。会話のテンポが遅いんだよ
女２	それはさ、私が遅いんじゃなくて、２人が早すぎるんじゃないの？
女１	ん？
女２	いっつも私が置いてけぼりになってるから、置いてかないように、気を付けて
女３	だから頑張ってついてこいよ
女２	ついていけないから言ってるんでしょ
女１	話聞いてないからじゃないの？
女２	聞いてるよ
女１	聞いてないときが多い
女２	それは私に関係ない話をしてるとき
女１	聞かなきゃ関係あるかどうか分からないでしょ
女２	聞いた結果、関係ないと判断して聞いてないの
女１	どうして女２はこんなに偉そうなの？
女３	分からない
女２	あとさ、私が何かしようって言っても全然動かないのに、２人が言うとみんな動き出すのは何で？
女１	どういうこと？
女２	たとえば、私が「ご飯食べに行こう」って言うでしょ。でも２人は、「そうだね。どうする？　どこ行く？」って言ってるだけで全然動かないでしょ
女１	うん
女２	でも、たとえば、女３が「ご飯食べに行こう」って言うと、とりあえず動き出すでしょ
女１	うん
女２	不公平じゃない？
女３	気持ちが伝わらないんだよ
女２	こんなに本気なのに？
女１	女２の本気は感想なの
女２	は？
女１	遊びに行きたい、部活したい、寝たい、たいたいたいたい
女３	うるせえよ、魚はお前は
女２	は？
女３	分かる、やりたいだけなんだよね
女２	Let's goじゃなくてI wantってこと？
女３	英語やめて
女２	だから言うこと聞いてくれないの？
女３	そうそう
女１	あと女３が一番動き出さないから。女３がやりだすとやばいって焦るのよ
女２	何で女３基準なの
女３	私が一番偉いからね
女２	それはない
女１	というか女２の言うこと聞くのシンプルにムカつく
女２	意味分かんないんだけど
女３	女２は人をイラつかせるのが上手い
女２	それ褒めてないよね
女３	そんなことないよ
女２	そんなことあるね
女１	私らケンカばっかりしてるな
女２	ね
女１	卒業したら３人で会わなくなりそうね
女３	え？　会わないの？
女１	何？
女３	クラスの同窓会はするのに部活の同窓会はしないの？
女１	私達？
女３	そう
女２	３人で？
女３	そう
女１	やらないんじゃない？
女３	やれよ
女１	１人でやれ
女３	嫌だよ、寂しいよ
女２	まあ、いいんじゃない。たまには集まっても
女３	女２、優しい。いつにする？　１００年後？
女１	死ぬわ
女３	１１８歳か。もうおばあちゃんだね
女２	１００年後に誰が生き残ってるか賭ける？
女１	そんなブラックな賭けをするなよ。それ、賭けに負けるときは死ぬときでしょ。勝っても何ももらえないよ
女３	遺産
女２	勝った人が負けた人の遺産を相続する
女３	私は遺産は残さないけどね
女２	借金しかなさそうだよね
女３	じゃあ１００年後はそれね
女１	本当にやるのか
女３	まずは１０年後かな。２８歳。大人だね
女２	誰が結婚してるか賭ける？
女１	女２、賭け好きなの？
女２	好き
女３	全員結婚してる
女１	全員結婚してない
女２	私だけ結婚してる
女３	２８だよ。さすがに結婚してるでしょ
女１	時代は晩婚化だよ。まず自分が結婚するイメージができない
女２	女３は結婚以前に、働いてるかどうかが怪しいよね
女３	私に対するイメージがひどい。女１は？
女２	あとちょっとって感じじゃないかな
女１	見透かされるみたいで怖い
女２	何賭ける？
女３	１０年後の昼飯
女２	オッケー
女１	本当にやるの？
女３	やるよ。１０年後の今日。どこに集まる？　学校？
女１	学校はやめようよ。卒業式だよ
女３	いいじゃん、卒業生なんだから
女１	１０年前の卒業生なんて微妙だよ。知ってる先生もいないだろうし
女３	じゃあどこ？
女１	どこでもいいけど
女３	よくない。どこ？
女１	じゃあここ
女３	ここ？　えー
女１	嫌なら来るなよ
女３	分かった。ここが運命の場所なんだ。今ここで約束して、１０年後にまたここで会おう
女１	恥ずかしいからやめろよ
女２	日付指定だと仕事とかで行けないかもよ
女３	万難を排してお越しください
女１	仕事だったら行かないよ
女３	何曜日休み？
女１	知らないよ。まだ働いてないんだから
女３	日曜日にしよう。３月最初の日曜日の正午、ここで集合。オッケー？
女２	オッケー
女１	潰れてなくなってるかもしれないけどね
女２	アクアウォークが？
女３	アクアウォークは潰れない
女１	どうして？
女３	私が守るから
女１	頑張って
女３	よし、ご飯食べよ
女２	今日のお昼は誰がおごってくれるの？
女１	女２、金持ってるんだから、女２が払えよ
女２	嫌だよ。遅刻した女３が出したらいいんじゃない？
女３	無理だよ。お金ないんだってば
女２	出世払いでいいよ
女３	私は出世しないよ
女１	偉そうに言うな
女２	分かった。それぞれが何を食べるか当てたらおごってもらえることにしよう
女３	それ、どうやって確認するの？
女２	紙に書いておけばいいんじゃない？
女３	範囲はフードコードの中ね
女１	卒業してもこんなバカなことやるんだな
女３	いつまでもやるんじゃないの？
女２	こういうのはあんまり変わらないかもね

	３人はそれぞれの予想を紙に書き、注文に行く。
	終わり。


【参考】
〔※１〕尾崎豊の楽曲「卒業」の歌詞
〔※２〕尾崎豊の楽曲「１５の夜」の歌詞
〔※３〕尾崎豊の楽曲「I LOVE YOU」の歌詞
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